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題字「都鳥」は、伊藤幸子の筆 



 

 

今も沖には  

- - - 都鳥からのメッセージ - - - 

 「玫瑰
はまなす

や今も沖には未来あり」、中村草田男のこの一句は、私の最も好きな

句の一つです。未来への期待に胸を弾ませている詩人の姿を彷彿とさせるよ

うな、何とも若々しい気概に溢れた句ではありませんか。 

草田男がこの句を作ったのは 30 代の半ばでした。「今も」という言葉が表

すように、小壮期をやや過ぎた自分の年齢を詩人はしっかりと自覚していま

した。そして、そろそろ自分を押し流そうとしている時間の流れを受け止め

ながら、溌溂とした精神と瑞々しい感性を失うことなく、人生に、この世界

に立ち向かって行こうとする決意を、沖合いの輝かしい空に向かって披瀝す

るのでした。読む者の胸を打つのは、その真摯な姿勢と、負けてたまるもの

かというような微笑ましい気負いなのです。 

 「都鳥」第３号は、「高校時代の想い出」特集とあって、さまざまの懐かし

い、楽しい想い出が、数多く寄せられました。当時私達は心身ともに形成期

のさなかにあって、男の子は若竹のように青臭く、自分の年齢をどう扱って

よいのか分からぬままに、騒いだり、いたずらをしたり、冗談ばかり言って

いました。女の子はと言えば、風に吹かれると大袈裟に揺れ騒ぎ、笑い転げ

ては風にさらわれて行く、はまなすの花そのものでした。 

 その日々も山の彼方に遠ざかり、現在の私達は、上の草田男の年齢もとっ

くに過ぎています。けれども、私達は長年の労働の報いとして、豊かな時間

を与えられ、それぞれに好きなこと、やりたかったことに勤しんでいます。

スポーツに打ち込み、年齢の限界に挑んだり、パソコンを学んで新しい世界

を開発したり、美術、茶の湯、手芸の世界を追究したり、あるいは、自然を

探索し、外国旅行に出かけるなど、現在の私達にとって、沖合いにたなびく

雲は、虹色の夢の浮橋ではなく、今や自分の手でいかようにでも色彩を施す

べき、主体的なものに変わっているのです。 

そうです、未来とは、現実の生の中に私達が見つけるべき可能性であり、

はまなすの花は、決して失ってはならない瑞々しい心です。日々の生活の中

に、生きて今日ある喜びを見出そうとする精神の張りがあるかぎり、はまな

すは、真夏の眩しい日射しを浴びて朗らかに咲きほころび、沖合いの空と海

との溶け合うあたりからは、自らの手で彩った未来が、喜ばしい微笑みを湛

えて、私達を励ましていてくれるのです。 

（伊藤幸子記） 



 

 

石河 辰江 

鈴鹿市長太新町 1-2-5 

       一 筋 に  

 節分が過ぎますと、どんなに寒い朝で

も庭を一巡し、植木や茶花に一声かけな

がら、その成長を確かめるのが私の一日

のスタートです。 

 皆様お変わりございませんか？卒業以

来五十五年も経ちました。「都鳥」にて、ご

挨拶できます幸せを感謝する次第です。 

 小学生時代より大好きだった、茶道の

世界から離れることなく今を迎えて居り

ますが、これも家族の理解と協力のお陰

で続けることが出来ました。お稽古だけ

ではなく、学校茶道の指導、地域社会への

協力、行事の企画運営・・・と、一年が慌

しく過ぎて行きます。 

私が修行した頃とは異なり、昨今の若

い人に伝統文化を指導することはとても

難しく、家庭生活のあり方、言葉使い、表

現力、本人の取り組む姿勢、辛抱が出来な

い等々、感じることが一杯です。その中に

あって、少しでも和の文化を受け止めて

くれる若い人たちが育ってくれることが、

私の大きな喜びです。 

今では、沢山の娘を世に送り出した思

いでもあり、折々訪ねてくれますことが

嬉しいものです。十三年ぶりに授かった

一人娘も、４０歳となり、今では良き協

力者です。また、二人の孫も茶道に関心

をもってくれ、週末にお稽古に来る姿が

何とも微笑ましいものです。これも私の

生きがいですね。行けども、行けども尽

きないこの道ですが、毎日のリズムを大

切に、春夏秋冬の感じ方、多くの方々と

の出逢いの貴さを、共に語りながら、孫

からも、若い方々からも、元気をもらっ

て続けて参りたく存じます。  合掌               

今井 いつ子 

名古屋市昭和区丸屋町５—３４ 

野球、大好き 

物不足だった子どもの頃、実家のタン

スの上に鎮座する真空管のラジオは、家

族の良き仲間だったように思います。母

は『君の名は』や『えり子とともに』がお

気に入りで、父は広沢虎造の浪曲がひいき

だったことを、懐かしく思いだします。  

私はと言えば、何といっても神宮球場

から中継される東京六大学野球に夢中で、

当時、早稲田・広岡選手、慶應・藤田投手

の活躍にワクワクしたものです。アナウ

ンサーの実況に胸踊らせながらも、その

素晴らしいプレーを目にすることのでき

ないもどかしさ感じたりもしていました。

思えば、これが野球大好き人間のスター

トだったように思います。 

その後、昭和３０年８月に我が四日市

高校が甲子園初出場、初優勝という快挙

をなしとげ、私の野球好きを決定的にし

てくれました。「筋書きのないドラマ」に、

連日熱狂したものです。半世紀が過ぎた

今、あの高橋投手はその後どうされてい

るのでしょう。亡き池内監督の真っ赤に

日焼けした笑顔にも、もう一度お目にか

かれたらと、叶わぬことを望んでいます。 

今年の夏の甲子園は九州の公立校・佐

賀北高校の優勝で幕を閉じました。春先

には特待生問題で揺れた高校野球ですが、

時として、こういう問題とは全く無縁の

高校が優勝したりするところが高校野球

の魅力でもあります。 

そして秋には、中日ドラゴンズが逆転優

勝し５３年ぶりに日本一に輝きました。

その上、アジア選手権では星野ジャパン

が優勝し北京オリンピック出場を決め、

「野球好きオバさん」としてはまことにご



 

 

きげんな今日この頃でございます。 

 

今村 素久 

四日市市大宮町１２—１８ 

珊瑚会のこと  

珊瑚会とは、二七会の中で５組に在籍

したクラスメートの会の名称です。当初

は「四高３年５組の会」と呼んでいました

が、平成８年、今は亡き服部専一君の発案

で珊瑚会と命名されました。勿論、単なる

語呂合わせですが、「金銀珊瑚綾錦」の中

での「珊瑚」に、３年５組の良さを見る気

がします。 

３年５組は今から思うと融通無碍なク

ラス構成で、進路希望を抱きながら色々

な事情で、いち早く社会人スタートを

切った人が多く、自営業・地元企業に就職

した人を中心に、卒業後のクラス会が頻

繁に行われました。クラス幹事を買って

出る人にも恵まれ、伊藤喜久雄君・小川恭

平君・黒宮康君・鈴木和男君・戸谷一男君・

服部専一君等々、女性の方にも良く協力

してもらいました。 

更に特筆すべきは、当時担任の橋本禮

一（通称ヨコイチ）先生で、度々クラス会

に来て頂き、タイムマシン的な存在でし

た。平成１７年７月２８日ご逝去の報は

武藤康正君に連絡され（家の方が武藤医

院の患者さん）、珊瑚会有志でお別れをす

ることが出来ました。 

珊瑚会も大分高齢化してきましたが、

会則「会員相互の親睦を深め会員が健康

で心豊かな人生を送ることを目的として

定期的な会合を開き、会員相互の近況を

話し合い、心身の安らぎと寛ぎを図るも

のとする」の精神で、これからも頑張って

会活動を続けたいと思います。 

 

加藤 涌三 

四日市市高角町 2732-1 

     音楽  と  私     

もの心ついた頃、高円寺の我が家には

大人達の趣味で、クラシックやジャズの

レコードが鳴っていて、幼児の私はまわ

らぬ舌でデイック・ミネの ”ダイナ”な

どを歌っていたらしい。 

 昭和16年 1月父の転勤で家族揃って東

京から上海へ渡り、太平洋戦争の敗戦は

20年 8月 14日フランス租界で知った。隣

のマンションで白人の女性が突然弾きだ

したトルコ行進曲の、ピアノの妙に鮮烈

な響きがいまだに記憶に残っている。 

引き揚げた東京は焼け野原。先に名古

屋に帰国していた上海時代の父の友人の

誘いで四日市に定住する事になり、21年

9 月辞書も何もなく不勉強のまま転校試

験を受け何とか県立冨田中学への転入が

許された。２年の時、先輩が企画した北勢

地区中等学校合同音楽祭に参加、当時冨

州原にあった四日市北高女の講堂で独唱

したのが初ステージだった。四高音楽部

の活動は文化祭やコンクール出場など、

個人としては恩師矢田（久良木）先生の伴

奏で声楽部門２位入賞の三重県社会人学

生音楽コンクールが懐かしい。「港の早慶

戦」四日市商業との野球の応援で、ダッグ

アウトに立ちブラスバンドの校歌や応援

歌の指揮をしたのが、全校応援団の指揮

した格好になり、成績表の「体育」の評価

が跳ね上がったのは愉快な思い出である。 

日本医師会などが中心の日本医家芸術

クラブ洋楽部門のコンサートにも何度か

出演、上野の文化会館、銀座のヤマハホー

ルなど生まれ故郷東京のステージに立っ

た時、声楽を続けて来た喜びが胸の奥か

ら湧き上がるのを感じた。 



 

 

音楽を通じての ”潤いのある医療”を目

指し、四日市医師会音楽クラブは昭和 50

年結成以来 32年目の昨年 6月まで、一般

市民対象の無料コンサートを 17 回続けて

きた。医療も含めて人の心が冷め切った

世相を思うと、残り少ない終生現役の人

生、せめて音楽とは関わり続けていきた

いと願う今日この頃である。 

 

川崎 章弘 

浦安市入船 6-6-803 

河原田時代  

学校区では追分にあった南中学、後藤

隆三君が行ってた西中学、塩浜中学、河原

田中学だったと思うが四日市高校普通科

は河原田高校農業科と一緒になって旧河

原田農業学校に一年生として入学した。 

普通科は主に河原田小学校で授業をし

たが、何科目か農業学校で行われた。その

往きかえりに演習農場の果樹園に入り込

み、いろいろな果物を失敬して食べた。ま

だ食料事情がよくない頃で、それと食べ

盛りで大いに満足した。南中学からの人

が多く、南中学の延長のようであった。  

富中から南中学に移った時は初めての

男女共学、近辺の生徒が多く、旧制中学か

らの解放などがあり、しかも最上級生。勉

強はあまりせず、遊んだり丹上らとバス

ケットをしたりまさに青春時代が一気に

花開きました。 

翌年２年生になったら富田に普通科が集

められた。多勢の人が｢蛍雪時代｣を持っ

ていたので、私は「それは何の雑誌です

か」と聞いた時、まわりにいた人たちが皆

驚いて私の顔を見てました。そういう雑

誌を知らないで過ごしたよき時代でした。 

思い出が沢山つまったよき我が青春の

河原田時代でした。 

木村 達也 

横浜市鶴見区東寺尾 5-5-43-203 

スポーツ一本やりの高校生活 

 子供の頃に三度も死にかけた事から、

私が富田中学へ入学してバレーボール部

に入りたいと言い出したのを、両親は健

康が何より大切と賛成してくれた。これ

がずっと続いて高校 3 年間の運動生活を

送ることになる。 

 富中時代最初の 1 年生では来る日も来

る日もボール拾い。２年生になって初め

てパスを教えてもらうようになった。 

 中学 3 年生になるとき学制変更によっ

て新制中学へ編入された。こうなると最

上級生で経験もあることから直ちにレ

ギュラーのセッターになった。 

 高校では 3 年生でレギュラー、休みの

日もなく良く練習したように思う。 

松江でインターハイがあり何とか県で

優勝して出場したいと修学旅行にも参加

せず合宿して猛練習に励んだ。しかし予

選は優勝戦で負け。悔しかった。今度は

もっと頑張って国体に行こう！皆の気持

ちは一つになっていた。そしてついに予

選で優勝し県代表の座をつかんだ。嬉し

く誇らしい気持ちであった。 

 国体は広島であり宿泊は廿日市市で

あった。試合は昭和天皇がご覧になると

いう大変名誉な機会に恵まれた。しかし

結果は負け。 

このとき服部千恵子さんは女子のジャ

ンプでメダルを取って帰ってきた。我々

は何とも面目ない気がした。 

 後年、還暦を迎える頃仕事の関係で 3 年

ほど山口県の光市に住んだ。広島へもよ

く出かけたが、途中宮島を過ぎ廿日市を

通るので何か縁の深いものを感じた。 

 高校時代の思い出はバレーボールに打



 

 

ち込んだ事に尽きる。風邪を引いて午前

中休んでも午後から学校へ行って練習し

ているのを先生に見つかり「勉強を捨て

て運動だけしに来るとは何事か」とこっ

ぴどく怒られたのを懐かしく思い出す。

しかし運動を通じて得た精神力と体力は

社会人になってから強い味方となった。

高校時代に感謝一杯である。        

 

熊澤 喜代子 

名古屋市中区新栄 3-20-28 

ライフ＆シニアハウス千種７１０ 

方言と私  

方言があると知ったのは６歳のころで

あった。父の転勤で、今のいわき市から、

新潟市に転居した時だった。当時の私は、

周りの子供達が使っている言葉に、ごく

自然になじんでいたから、それが通用し

ない所があろうとは、思いもよらなかっ

た。「んだっぺ」、「そうだっぺ」を連発す

る妹に閉口し、恥ずかしがっている姉達

の様子から、「人前で話す言葉は、一応吟

味しないといけない」と何となく理解し

たのだった。 

小学校入学前の簡単なテストで、何色

かと聞かれ、赤、青、黄は自信があったが、

紫は「ムラサキ」と言っていいものかどう

か、これは地方の言い方かも？とため

らっていると、母に手を引かれた妹が大

声で「ムラサキ」と叫んだので周囲の大人

達がどっと笑った。これが私の言葉に対

するトラウマになったのだった。 

小学校六年生半ばで四日市へ転校し、

女学校に入る迄に四日市弁になじめな

かった私は、そのストレスから口の重い

人間になってしまった様だ。岐阜の大学

に進むと、強烈な岐阜、名古屋弁のアクセ

ントのパンチを喰らい、言葉に「依って立

つ所」を持たない私は、又々よろけたもの

である。 

その後、２年前に名古屋に転居する迄

の５０年間は、幸せにも四日市弁にどっ

ぷり浸かって過ごした。もう言葉を意識

する事もなくなった今、私は一体何弁を

しゃべっっているのだろうか。何れにせよ、

方言の呪縛から解放され、相当なおしゃ

べりになっている自分を発見し、驚いて

いる。 

 

後藤 隆三 

川崎市多摩区三田 3-1-2-6-206 

ラ・クンパルシータ 

アルゼンチンタンゴの名曲「ラ・クンパ

ルシータ」をご存知の方は多いと思いま

す。 

当時、学区制のため河原田校舎に通学

していた高校１年生の秋、明るい陽射し

が降り注ぐ土手に座ったクラスメイト５

～６人で、田中（旧姓佐藤）玲子さんから

この名曲の歌を教わったのです。 

ふたたび蘇る思い出 

病める身をめぐりて 

狂える過ぎし夢追いつつ 

果て知らぬ闇路にすすり泣きぬ 

１６歳のときにこんな歌を大声で歌っ

ていたのです。この歌の外「たゆとう小

舟」、「追憶」など教わって歌いました。 

このラ・クンパルシータは、３年前のリ

トルコンサートでピアノ演奏をしました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

坂田 かよ子 

三重県四日市市桜花台 2-17-2 

解析 (1)の先生の名は？  

入学して間もなくのことです。解析(1）

の授業で、どうしても理解できないとこ

ろがあった私は、職員室をたずね、先生に

質問することにしました。 

先生のお名前は.… 、あ、そうだ教室

でみんな「今日の一時間目は『ノミさ

ん』の解析やな」って言ってた。『能見

さん』？かな『野美さん』？かも…。 

さん付けでは失礼だと思った私は、大き

な声で「ノミ先生！ここがわからないの

で教えてください！！」 

 先生は一瞬、目をまんまるにして私の

顔を見つめた後、何事もなかったように

私の質問に耳を傾け、丁寧に教えてくだ

さいました。 

ほどなく、私は先生の一瞬のびっくり

まなこの意味と、自分のとんでもない間

違いに気づくことになるのです。 

 解析の先生のお名前は『能見』でも

『野美』でもなく、『藤田先生』だったの

です。小柄な先生のことを、みんなは親

しみをこめて密かに『蚤さん』とあだ名

で呼んでいたのでした。そんなこととは

露知らず、あんなに堂々と、しかも職員

室で、ご本人に向かって「ノミ先生！」

だなんて… 、顔から火が出る思いとは

ああいう時のことを言うのでしょう。 

 先生に謝らなければ。大変失礼いたし

ましたと一言お詫びしなければ。申し訳

ない気持ちと恥ずかしさでいっぱいの

５８年前の乙女(笑) には、どうしても

それを声に出して伝えることができませ

んでした。 

 思えば、先生が私の失礼な呼び掛けに

も動じることなく、丁寧に教えてくだ

さったことが、私にとっての「解析」の

入り口となり、得意科目と呼べるまで楽

しく学ぶ道を開いてくださいました。今

なら言えます。「あの時はごめんなさい

先生。そして、ありがとうございまし

た。」 

 

鈴木 和男 

四日市市羽津中 1-2-16 

そこはかとなき思い出 

港の早慶戦 

昭和２１年といえば戦後の混乱期、食

べることに窮々としていた毎日で、お弁

当なるものは名ばかり、麦飯に梅干しが

定番の時代であった。 

私は富田中学へ入学、入学試験の成績

も多分どん尻だと思うが合格した。武道

館で、帽子、徽章、白線を買い、優越感に

心をもやしていた。 

私が野球部に入部したのは、昭和２１

年６月頃だった。当時、柿の方から通学し

ていた荒木三男君（故人）がすでに野球部

に入部していた。彼は私よりやや小柄で

あったがポジションは投手でかなり速い

球を投げていた。とりあえず、荒木君の球

をうけるようにとの指示が、私の捕手生

活の始まりです。 

練習は常に先輩の雑用で、バットを

握って打つなんて云うことは殆どなかっ

た。ボール・バット・グローブ・スパイク



 

 

何ひとつ満足なものはなく、買うことが

出来たのはずっと後だった。 

学制改革で新制中学に戻る直前、昭和

２３年２月、当時プロ野球巨人軍の中島

治康氏が母校を訪問された。 

巨漢の中島氏が近鉄ホームまで届きそ

うな長打を何本も飛ばした。この時水谷

監督の投げる球を受けたのが私です。 

つらい思い出は、厳冬の小雪のちらつ

く素手のキャッチボール、武道館の木製

でこぼこ床でのスライディング、日没後

のいつ果てるとも知れないキャッチャー・

フライの特訓。 

練習で極度の疲労を超えると、意識の

なかで疲労を感じない肉体的感覚麻痺と

でも云う状態に移るときがある。走れど

も投げれども疲れない、口で云えない超

越感でしょうか、今もってわからない不

思議な経験をしました。 

楽しい思い出は、昭和２５年春より始

まった港の早慶戦（四高対四商の春秋定

期戦）がある。両校とも全校生徒が応援、

四高は緑の小旗を振り、校旗、応援旗の乱

舞は昨日の様ですが、残念なことに昭和

５２年に廃止となった。 

ひそかな淡い恋心と、汗と泥にまみれ

た我が青春に悔い無し。 

世古 敏子 

東京都世田谷区北烏山７—２５—５ 

大塚国際美術館  

今回の号では「高校時代の想い出」が

テーマという事ですが、私の場合は残念

ながら特筆するような想い出は残ってい

ません。情けない事ですが。 

そこで、ある美術館の紹介をさせて頂

きます。ここ何年かの間にあちこちの地

方で個性的な新しい美術館が次々と設立

されているようですが、私は最近（と言っ

ても昨年の秋）是非、と思い立って徳島県

鳴門市に丁度１０年前に開館した「大塚

国際美術館」へ行ってまいりました。これ

は大塚製薬グループが作ったもので、ご

存じの方も多いかも知れませんが、私の

感じではここ東京では意外と知名度が低

いのではないか、と残念に思っています。

実は展示品は全て“偽物”、精密にタイル

で作られた陶板です。しかし此れが凄

い！色彩の再現性は極めて高く釉薬は２

万色以上開発されているという事です。

展示されている作品はヨーロッパ中世か

ら現代までの美術、中でも圧巻はヴァチ

カンのシステイ−ナ礼拝堂がそのまま空

間ごと天井画も壁画も全て原寸通りに再

現されている事、その他絵画では世界１

９０の美術館の名品中の名品を１０００

点以上、全て実寸大、名画の形状はもと

より画面の凹凸まで、その精密度には驚く

より他ありません。加えて陶板画なので、

写真を撮ろうが手で触れようが何の制約

もありません。 

以前ルーブルやプラド等々いらした方

も多いと思いますが、ここ大塚国際美術

館で２度目、３度目の名画鑑賞を満喫し

て来てください。 

 



 

 

中村 美代子 

松戸市金ヶ作 408-40 

高校生活の想い出  

高校卒業して早 50年余、人生は楽しく

もあり悲しくもあり、アッという間の出

来事でした。桑名高女の桑の字の腕章に

憧れ旧制高女に入学し喜んだのもつかの

間、学制改革により四日市高校に入学し

なければなりませんでした。バレー部に

入って 3年間楽しかったです。無我夢中で

白球を追っていました。2年生でインター

ハイに、3年生で国体に出させて頂き、楽

しい想い出をたくさん作ることができま

した。家庭科の私は着物の裁ち方、洋服の

作り方、お料理、栄養学と学びましたが、

そんな事より白球を追っているひととき

が一番楽しく、朝練・放課後の練習と暗く

なるまでバレーボールを追っていました。 

昨年の秋、バレー部の何人かと連絡が

出来、湯の山温泉で一泊出来ました。高校

合宿に戻った様で、楽しい一夜を過ごさ

せて頂きました。それでも楽しさは半減、

十人のうち半数が亡くなっていました。 

逢えばマーチャン、コーチャン、カッ

チャン、ユミチャン、と高校生に戻って居

ました。インターハイに出られたハッ

チャンが国体に出られず病気で亡くなり、

伊勢湾台風で堀さんが亡くなり、その後

ヒーチャンも多恵チャンも亡くなられた

そうですが、みんな連絡を取り合って

チームワーク良く、年を重ねていらっ

しゃいました。私は一人東京に出て子育

てに苦労したと思い込んでいましたが、

みんな自分の人生を一生懸命生きて来ら

れたのだと感心致しました。いろんな方

の生き方を学び、残りの人生を私なりに

しっかりと歩んで行きたいと思います。 

先日、娘と共にインド仏跡巡拝の旅に

出かけました。寒くって広くって長い旅

で大変でした。思いつくままに書き綴り

ましたが、この様な機会を与えて頂きあ

りがとうございました。 

寒の内旅する先は釈迦の跡   

天竺や満月白く陽は赤く 

 

西脇 基夫 

藤沢市湘南台 6-55-1 

赤玉ポートワイン 

高校時代の想い出に、赤玉ポートワイ

ンがある。 

修学旅行の旅館で、就寝前に所在なく

戯れていると、赤玉ポートワインをもっ

て部屋に入ってきた生徒がいた。みんな

が「わっー」と騒いで小さなコップで一杯

ずつ飲んだ。その男、再びワインを抱えて

次の部屋へ出ていった。 

旅行が終わり二三日して、クラスの担

任から「旅行中に酒を飲んだ生徒は手を

挙げろ」といわれて数人が手を挙げた。

たった数人ではないはずだと思いながら、

私も手を挙げていた。 

数日後、親の認印をもらった始末書を

もって校長室に呼び出された。横一列に

並んで校長の説教を聞いた。突然Ａ君が

泣き出した。私も同じ思いである。納得で

きない気持ちが交錯して校長の話を上の

空で聞いていた。だから何を聞いたか覚

えていない。 

ごく最近、事件の真相を聞かされた。私

は知らなかったが、意気軒昂、かなり荒れ

た飲酒があったようである。それに比べ

れば、私たちの飲酒は可愛いものであっ

た。しかし、たった一杯のワインが罪で、

一連托生で始末書を書かされたのであれ

ば、くやしい思いがする。 

始末書を書く、当時はかなりの不良で



 

 

ある。親の認印を貰うために、なんと説明

するかほとほと困り果てた。決意して、

父親の前に硯と半紙を持ち出した。何事

が始まったかと覗いている父親の前で

「始末書、云々」と書いた。黙って見てい

た父は、笑って判子を押してくれた。私は

父の寛大さに救われた。 

                         

濱口 博彦 

横浜市旭区中希望が丘 75-4 

最後の試合  

ボク達の四高時代には、三重県内で

サッカー部のあった高校は5～6校に過ぎ

ませんでした。その中でも上野高校は、戦

前から全国的に知られた伝統的強豪で、

県内では中学・高校サッカー史上一度も

負けたことがありませんでした。 

 四高サッカー部は、戦後の創部にも拘

らず、めきめきと実力をつけてきていた

のですが、なかなか上野には勝てません

でした。しかしボク達が 3年生の時、6月

に上野市で行われた東海四県サッカー大

会三重県予選の優勝戦で上野と当たり、

接戦を制して 1 点差でついに勝ったので

す。次いで浜松で行われた本大会では、残

念ながら刈谷高校に負けましたが、岐阜

高校には勝って 3位になりました。ボク達

は大いに自信をつけ、例年は 9月末に行わ

れていた国体予選を目指して、練習にも

ますます熱が入りました。 

 ところで、ボクは幼少の頃からひどい

副鼻腔炎（蓄膿症）に悩まされていまし

た。そしてその夏、東京の某医大病院に勤

めていた叔父の特別な計らいで手術を受

けることになり、合宿練習を終えた翌日

から 3週間の予定で上京、入院しました。 

手術の翌日、サッカー部長であった西

尾先生（故人）から、“国体の県予選が予

定よりも早まり、8月下旬の開催が決まっ

た。君が帰ってこられないことは分かっ

ている。残りの皆で出来る限りのことを

やるから、君は治療に専念しなさい。”と

の主旨の手紙が届いたのです。ボクは、術

後の疼痛でぼんやりした頭でただただそ

の手紙を眺めながら、溢れる涙が何時ま

でも止まらなかったことを今でも忘れる

ことが出来ません。 

わが四高サッカー部は、ついに国体に

出場できませんでした。ボクにとっては、

7月の浜松での岐阜との試合が、高校時代

の最後の試合となったのでした。 

 

原 由美子 

桑名市大字桑名 663-66 

今 わたしは 

７０歳半ばで、やっと仕事から解放さ

れた今（最重要な家事からは解放されて

いませんが）、体の動けるうちに、色々な

所へ行って見てと思っていたところ、恩

師の講議を聴きに行ったのが縁で、様々

な世代の方々を知ることが出来、その方

達の牽引力で、家の中だけでなく、外へ目

を向ける機会を与えてもらうことが出来

ました。 

その中でも自然探索に、時間が許せば

多く参加させてもらい、山や森や海岸等

の自然の中に身を置いて、明日への活力

を充当しています。 

春、芽吹きの山へ湿原へ、夏、里山も森

も川べりも緑みどり、、、そして秋、それら

の緑が黄に紅に色づき、やがて落葉して

足元でカサコソと音をたてる。段々畑は

荒れ果ててもススキの原になり、せせら

ぎの音、鳥のさえずりは変わらず、足元の

小さな花は季節を忘れず咲いている。そ

こには日本の“源風景”がある。日本には



 

 

まだ、素晴らしい自然があるのだと実感

しました。同時に、これは次世代に残して

守っていかなければと痛感しました。 

昨年１１月、私の住んでいる桑名の竹

林を仲間と歩いた時、開発が目の前まで

進んで便利な生活に慣れ染まった子供達

に、「身近に存在する」日本の自然の美し

さと、それを利用する“術”とを教えられ

たらと思いました。 

こうして私は今、仲間、家族に支えら

れ、お陰さまで残り少ない人生で、第二の

青春を楽しませてもらっております。 

 

宮田 努 

三重県三重郡川越町当新田 703-1 

旧満州国への旅  

私達の年代になると多少の小金も出来、

旅行を楽しむ人が多く私もその一人です。 

私達の年代は、旧満州国は忘れること

の出来ない地名なので、一度は行ってみ

たいと思い最近行って来ました。 

セントレアから大連に入りましたが、

中国では上海に次ぐ貿易港で設備も良く

感心しました。日本統治時代の建物が多

く残って現在も使われているのに少し驚

き理由を聞いた処、日本では考えられな

い“地震が無い土地”だそうです。 

旅順では日露両軍の攻防戦のあった二

〇三高地の丘に行き、乃木将軍とステッ

セル将軍が会見した農家の家にも行き、

粗末な木製の机と長椅子もそのまま残さ

れておりました。 

大連から瀋陽までは旧満州鉄道に乗っ

ての列車の旅で、瀋陽博物館と清朝最初

の宮殿など観光しました。 

又、ハルピンでは太陽島の日本庭園に

行きリスなどがあちこちにおり心が和み

ました。又、1970年建造のソフィア教会

では古い街並の写真が沢山ありました。 

長春では映画ラストエンペラーのロケに

使われた場所にも行き帰国しましたが、

全般的に食事が合わず何時ものことで、

海外はダイエット旅行、国内は肥満旅行

となります。 

若い人は、中国といえば、北京、上海、

香港ですが、旧満州国を知っている私達

は一度は行ってみるのもよいのではない

でしょうか。 

 

山中 房子 

四日市市八王子町 ８ 

“友”と言う名の宝物 

高校時代の一番の想い出と言えば、生

涯を通じてかけがえのない大切な友を得

たことです。勉学はそこのけで、繪の巧い

栗ちゃんと綺麗な字を書く幹ちゃんに刺

激されて、クラブ活動は美術部と書道部

に入ったものの、何の進歩もなく、唯一

「美は常に全体として眺められる」と言う

言葉だけ不思議と脳裡に残っている。 

栗ちゃんからしょっちゅう三重劇場の

チケットをもらって洋画三昧、土曜の放

課後は二人で一目散に私の家に駆け込み、

ラジオに齧りついて『宝塚パレード』を貪

るように．．．思えば可憐なものでした。き

れいな声の栄子さんは、コーラスや（英会

話？）・茶道を嗜まれる主婦の鑑のような  

．．．、秀才の幸ちゃんは小学校の時からピ

アノが上手であこがれの的でした。美人

で器用で色の魔術師のような美智ちゃん

には刺繍を教わり、かな等の拙作と共に

文化祭（刺繍）、市展（書）に出品し、密

かに楽しんでおります。 

修学旅行の折り、栗ちゃんが体調を崩

し江の島に渡れなかった時、一人ぼっち

で置き去りにするに偲びず私も傍にいて



 

 

あげたことを、数年前の秋保護司として

の活躍で叙勲の栄に浴した際の祝賀会の

席上で披露してくれ、数十年前の些細な

事をずっと胸に留めていてくれたとはと、

胸がじんと熱くなりました。彼女の奉仕

精神を見習い、昨今は「故郷創生」の一億

円で市が四郷地区の里山に春の丘・夏の

広場・秋の小径を設置したその整備作業

のボランテイア活動に参加したり、四郷

小学校の児童のお迎えパトロールでは、

可愛い笑顔の子供達から元気をもらって、

健康に感謝の日々を送っています。 

因に、会長の幸ちゃん、挿し絵の巧い

R.G.さんは、四郷小学校からの友人です。 

 

花筏 浮かべて流る 十四川 

桜の間に間に泗校
ぼ こ う

を望む 

 

渡辺 純次 

名古屋市昭和区北山町 2-12 

高校時代の思い出  

おとといの晩御飯に何を食べたのかす

ぐに思い出せない。ならば、若い頃のこと

は鮮明に蘇るかといえばこれまた遠い霞

の彼方にぼんやりと沈んでいる。やっか

いな年頃になってきたもんだ。 

高校を卒業してはや五十有余年。いつ

のまにか、後期高齢者という尊称を奉ら

れ、国から邪魔者扱いされる仕打ちに、毅

然として立ち向かう気概を持ち合わせて

いるのが唯一の救いとでもいえようか。 

振り返ってみれば、陸上競技部で走っ

ていた。ただ一つ困ったことといえば、激

しい練習の後に襲ってくる強烈な空腹感

であった。長ずるに従って、大喰、早喰、

大酒飲み。挙句の果てが、お定まりのメタ

ボリック症候群と情けない限りである。 

修学旅行は箱根強羅の吉濱旅館に泊り、

マントルを飲んだ。これしか覚えていな

い。ウイスキーのブランド名がスラスラ

と出てきたのは、こりゃどうしたこと

か？ 深夜の強羅山中、飲みなれぬウイ

スキーをがぶ飲みした若者集団が放歌高

吟、落花狼藉の振る舞いに及び、気がつけ

ば夜もはや明け始めていたのであった。 

これが地方新聞に載ってしまったから

たまらない。さすが横着坊主どもも青菜

に塩。 

校長以下諸先生にこってり油を絞られ、

あわや退学の瀬戸際も先生方のご尽力に

より、どうにか免れたのは奇跡としか言

いようがなく、恩師のご厚情がこれほど

身にしみたことはなかった。 

もしあの時、退学を喰っていたならば、

全く別の人生を歩んでいたのかと思うと、

まことに感極まるものがある。 

 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

 

今回も、皆さんからたくさん投稿を

頂きました。有難うございました。 

これからもご愛顧くださるようお願

いします。毎回投稿くださって結構

です。気楽に「落書き」でもするよ

うな気持ちで投稿してください。迷

文、珍文、大いに歓迎します。 

 



我々は「どんな時代に高校生活を送っ

たのか」お正月に屠蘇酒でも飲みながら

想を纏めて欲しいと西脇氏からのメール

が入ったのは暮れの 28 日であった。 

さて、考えてみると世の事象を或る

限った期間で捉えるのは一寸無理な気が

する。それは色々な事がそれまでの経過・

蓄積の上に成り立っているからである。

そこで、少し遡って記憶を辿る事にしよ

う。 

大東亜戦争が始まったのは小学校 2 年

生の 12 月 8 日である。日本が優勢であっ

た昭和 17年4月18日、突然 B25 が一機来

襲した。ちょうど学校から帰って直ぐ

だったと思う。敵機を目の当たりにして

子供といえども戦場に在る身震いのよう

なものを覚えた。 

その後、戦況が次第に悪化して行くの

は子供心にも理解していた。そして迎え

た昭和 20 年 6 月 18 日、『空襲だっ』との

声に起こされて表通りへ出た時町の中心

部は既に真っ赤な炎に包まれていた。『来

たかっ』独特の緊張感に突き動かされる

とともに親の声に引きずられる様に焼夷

弾の降る中を海岸へ向かって逃げた。夜

明けまで運河に浸かって助かった。 

敵機も去り護岸を這い登って街を見た

ときなんと町の端の諏訪神社の鳥居が見

えその間見事に焼き払われていた。こん

な状況に直面した時の思考などを解説し

ている評論家・作家を見受けるが、後付け

の理屈が紛れ込んでいて真実に迫るもの

を感じない事が多い。 

小学校の卒業は翌 21 年 3月、試験を受

けて富田中学へ入学した。所が6･3･3･4 制

の施行により 3 年生になるとき新制中学

へ編入された。これがなんと自分の卒業

した小学校の跡地に建っている、１年間

が過ぎ再び試験を受けて入った高校が以

前居た旧制中学校、同じ所を行ったり来

たりである。 

この時代、食べるものも無く廃墟の中

から日本は苦しみながら立ち上がって行

く。親の世代の苦労は筆舌に尽くし難い

ものであっただろう。 

激しさを増して行く労働争議、勝者が

敗者を裁く東京裁判、下山事件・三鷹事

件・松川事件など世の中は騒然としてい

た。そんな中で湯川博士のノーベル賞受

賞、古橋広之進の世界新記録など明るい

話題も出るようになって来た。歌の世界

では美空ひばりがデビュー、笠木シズ子

の東京ブギウギなど世の中を明るく元気

付けていた。 

戦中の反動もあってか何事にも「自由」

を一方的に主張する風潮は、まるで何で

もありのような様相を呈し始めていた。

確か中学 3 年の時「自由には責任の２字

が伴うことを忘れてはならない」と作文

に書いたところ先生から大変褒められた。

大人への過程にある子供ですら感じてい

た程である、大人の先生はもっと強く意

識して居られたのだろう。 

この問題は悪性腫瘍の如く日本と日本

人の心を蝕み続けて来ている。人々が再

び日本人としての心の原点を取り戻すこ

とを願って回顧を終えたい。 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

毎回、この頁は「特別寄稿」のため

に用意してあります。皆さん、1200

文字程度のご意見をお寄せくださ

い。 

高校時代の道のり  

木村 達也    



特記  
昭和１７年４月１８日（土）B25 来襲（全１６機、内１３機東京、残り３機名古屋・四日市・神戸へ飛来） 
昭和２０年６月１８日（月）四日市空襲 
昭和２０年８月１５日（水）終戦 

終戦後から卒業頃までのトピックス       作成者  木村達也  

( NIKKEI BUSINESS DESK DIARY 1997 年版をベースに若干追加して作成 ) 

昭和２１年 １．０１ 昭和天皇人間宣言 
１．１３ タバコ｢ピース｣新発売（日、祝のみ、１０本入り７円） 
２．１７ 新円発行の為、預貯金封鎖の緊急措置 
５．１９ 食糧メーデーに２５万人参加 
８．１６ 経団連創設 

１１．０３ 日本国憲法公布（２２．５．３施行） 

昭和２２年 １．３０ GHQ ２．１ゼネスト中止を命令 
３．１０ 全労連結成（４４６万人加入） 
３．３１ 教育基本法・学校教育法公布（６・３・３・４制、男女共学を規定）  
６．０５ マーシャル米国務長官、欧州復興計画を発表 
９．１４ キャサリーン台風関東を襲う（死者２２４７人） 

１０．０１ 臨時国勢調査、総人口７８１０万１４７３人（東京都５００万７７７１人） 
１０．１１ 東京地裁山口判事、配給生活を守り栄養失調で死亡 
１０．３０ ジュネーブで関税と貿易に関する一般協定（ガット）調印 
１２．０１ 日本勧業銀行、１枚５０円特等１００万円の宝くじ発売 

昭和２３年 １．２６ 帝国銀行椎名町支店で行員１２人毒殺、現金強奪事件 
２．０８ 集中排除法の対象２５７社を指定（最終的には１８社を分割処分）  
５．０１ 美空ひばり、横浜国際劇場でデビュー 
８．１９ 東宝争議に警官２０００人、米軍戦車７台、飛行機３機他出動  
９．１８ 全学連結成、官公私立１４５校加盟  

１１．１２ 東京裁判、東条英機氏ら２５人の被告に有罪判決  
１２．１８ GHQ、歳出引き締め、均衡予算などの経済安定９原則を発表  

『東京ブギウギ』 笠置シズ子、『異国の丘』竹山逸郎 

昭和２４年 １．２６ 法隆寺金堂の壁面１２面、漏電による火災で焼失  
３．０７ GHQ 経済顧問 J・ドッジ、収支均衡予算の編成を指示  
４．２３ GHQ、１ドル３６０円の単一為替レート設定  
６．１１ 失業対策事業・日当２４５円に決定（ニコヨンの呼称） 
７．０４ 国鉄、３万７００人の人員整理を発表（７．１２第２次６万３０００人） 
７．０６ 国鉄総裁下山定則氏、轢死体で発見（下山事件） 
７．１５ 三鷹駅で無人電車暴走、６人死亡（三鷹事件） 
８．１６ 古橋広之進、ロスの全米大会で自由形３種目に世界新記録  

（フジヤマのトビウオと呼ばれる） 
８．１７ 東北本線松川～金谷川間で列車転覆（松川事件） 
９．１５ シャウプ税制使節団、シャウプ勧告発表  

１１．０３ 湯川秀樹氏、中間子論でノーベル物理学賞受賞  

『聞けわだつみのこえ』、 今井正監督 『青い山脈』 

昭和２５年 １．０１ 年齢の呼び方が満年齢となる 

１．０７ １０００円札（聖徳太子肖像）発行  

３．０１ 自由党発足（総裁吉田茂氏） 

４．２２ 山本富士子、第１回ミス日本に選ばれる 

６．２５ 朝鮮戦争勃発  

７．２４ GHQ、レッドパージを指示（マスコミ関係に主に１万人余） 

８．１０ マッカーサーの指示により、警察予備隊令公布  

９．０１ ８大都市の小学校でパン完全給食実施  

１０．０７ 中華人民共和国人民解放軍、宣戦布告もなくチベット侵攻を開始  



昭和２６年 
 

４．１１ トルーマン大統領、マッカーサーを解任  

７．０６ 日本兵１９人と比嘉和子さん、アナタハン島から帰国  

７．３１ 日本航空設立（戦後初の国内民間航空、会長藤山愛一郎氏）  

９．０８ 対日講和条約調印、４９カ国（ソ連・チェコ・ポーランドは調印せず、中
国と韓国は国内が２分状態で資格なく対象国とされず）。 
日米安全保障条約調印。 

９．１０ 黒澤明監督 『羅生門』、ベニス映画祭でグランプリ 

９．１８ 巨匠メニューイン、日比谷でバイオリン独奏会  

昭和２７年 ３．０６ 吉田首相、参院予算委で｢自衛のための戦力は合憲｣と答弁  
４．０１ 帝国ホテル、メモリアルホールなど接収解除  
４．０９ 日航機もく星号、大島三原山に墜落、３７人全員死亡  
５．０１ 皇居前広場のメーデー事件、デモ隊の２人射殺、１２３０人を検挙  
５．１９ 白井義男、ボクシング･フライ級で世界選手権獲得  
７．２１ 破壊活動防止法・公安調査庁設置法公布  

『アンネの日記』、イギリス映画  『第三の男』 

昭和２８年 ２．０１ NHK、東京地区でテレビの本格放送開始  
２，２８ 吉田首相、衆議院予算委で｢バカヤロー｣発言  
３．０５ ソ連独裁首相スターリン死去  
５．２９ エドモンド・ヒラリー氏エベレスト世界初登頂  
６．０２ 英国エリザベス女王戴冠式  
７．２７ 朝鮮戦争休戦協定調印  
８．２８ 日本テレビ、民放初の放送開始  

１０．０２ 日本の再軍備、MSA 援助について、池田・ロバートソン会談  

アメリカ映画 『ローマの休日』 
八頭身、｢君の名は｣の真知子巻き、うたごえ運動、街頭テレビに人気集まる 

＜世界の緊張が少し緩んだ年＞ 

昭和２９年 １．０２ 皇居一般参賀に３８万人、大混乱して死者１６人出る 
１．２０ 東京に戦後初の地下鉄、丸の内線が池袋～御茶ノ水間に開通  
２．０１ マリリン・モンロー、夫の J ディマジオと来日  
３．０１ マグロ漁船第５福竜丸、ビキニの米水爆実験で被災  
７．０１ 防衛庁設置法公布、陸海空３軍の自衛隊発足  

三種の神器（電気洗濯機・冷蔵庫・掃除機）、力道山  

昭和３０年 １．２８ 炭労、私鉄、電産など民間６単産春季賃上げ共闘開始（春闘の始まり） 
８．０６ 第１回原水爆禁止世界大会、広島で開催  
８．０７ 東京通信工業（現ソニー）初のトランジスターラジオを発売  

１１．１５ 自由民主党結成、保守合同成る 

         マンボ・ダンス、シネラマ、石原慎太郎  『太陽の季節』 

昭和３１年 １．０３ 水俣病の原因工場廃水中の有機水銀と判明  
１．２６ ソ連から最後の集団帰国者舞鶴に入港  
７．１７ 経済企画庁、経済白書で 「もはや戦後ではない」 と謳う 

１０．１９ 日ソ国交回復に関する共同宣言調印  
１２．１８ 日本の国連加盟、国連総会にて全会一致で承認される 

昭和３２年 ３．２５ 欧州経済共同市場（EEC）条約調印  
１０．０４ ソ連人工衛星スプートニク１号の打ち上げに成功  

なべ底不況始まる（～昭和３３年末） 

昭和３３年 ２．０８ 在日米軍の撤退完了  
１２．０１ １万円札発行  
１２．２３ 東京タワー完工（３３３ｍ）は当時世界一  

昭和３４年 ３月 三菱油化四日市工場第一期工事完成（石油コンビナートの始まり） 
４．１０ 皇太子御成婚（現・平成天皇） 

８．０１ 日産自動車、ブルーバードを発売（マイカー時代の始まり） 
９．２６ 伊勢湾台風  



 

 

 

 

投稿のお願い 

 

 皆さんからの自由な投稿を歓迎します。日ごろの生活を中心に、

思い出、将来の計画、なんでも結構です。５００字前後を目安に、

長くても６００字を超えない範囲で投稿してください。仲間同士で

投稿を促し、執筆者が増え、読んでくださる方が増え、だんだん輪

が広がっていくことを期待します。遠くへ出かけることが億劫な人

でも、これだといつでも参加できますから気楽に参加してください。 

 

 発行は、春秋の年二回、５月と１１月に発行します。締め切りは

それぞれ４月末と１０月末としますが、常時受け付けていますから、

いつでも気軽に下記へお送り下さい。 

 

(1)  伊藤幸子 

〒134-0083 東京都江戸川区中葛西 5-2-7-1005 

e-mail : itohs@tbd.t-com.ne.jp 

(2)  西脇基夫 

〒 252-0804 藤沢市湘南台 6-55-1 

e-mail : nishiwaki@ruby.plala.or.jp 

 

原稿は、手書きでも結構ですが、電子メールですと編集の手間

がかからなくて助かります。フォントの種類、大きさは問いません。

自由なスタイルでお書きください。 
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